
 

令和５年度 新潟市少年少女スポーツ大会 

第５９回 野球の部 特別規則及び注意事項 

 

（１）試合方法 

① トーナメント方式による優勝戦とし、３位決定戦は行わない。 

※５年生の部については、参加チーム数によって試合方法を変更する場合がある。 

② 本大会を円滑に運営するため、下記のとおり制限を設ける。 

※ あまりにも得失点差が生じた場合、監督の判断により途中棄権を申し出ることができる。 

※ 制限時間経過後に後攻チームがリードしている状態で裏の攻撃を継続している場合は打

席にいる打者の打撃が完了した時点で試合を終了する。先攻チームがリードしている場

合は裏の攻撃が終了（サヨナラゲーム含む）するまで試合を行う。 

５年生の部 イニング 時間制限 延長・抽選 コールドゲーム 

準決勝・決勝

を除く各試合 
５回 

試合開始後１時

間３０分を過ぎ

て新しいイニン

グに入らない。 

５回を完了または試合開始後１

時間３０分を経過後、同点の場

合、延長戦は行わず、抽選とする。 

３回以降１０点以上

の得点差が生じたと

き 

降雨等の場合 

５回完了未満はノー

ゲーム、試合開始後 1

時間３０分経過で試

合成立。 

準 決 勝 ５回 

決  勝 ５回 

試合開始後１時

間３０分を過ぎ

て新しいイニン

グに入らない。 

５回を完了または試合開始後１

時間３０分を経過後、同点の場

合、延長戦は行わず、タイブレー

ク方式とする。 

（勝敗が決するまで続行する。） 

３回以降１０点以上

の得点差が生じたと

き 

降雨等の場合 

５回完了未満はノー

ゲーム、試合開始後

１時間３０分経過で

試合成立。 
     

６年生の部 イニング 時間制限 延長・抽選 コールドゲーム 

準決勝・決勝

を除く各試合 
６回 

試合開始後１時

間３０分を過ぎ

て新しいイニン

グに入らない。 

６回を完了または試合開始後１

時間３０分を経過後、同点の場

合、延長戦は行わず、抽選とする。 
５回７点以上の得点

差が生じたとき 

 

降雨等の場合 

５回完了未満はノー

ゲーム、５回完了また

は試合開始後１時間

３０分経過で試合成

立。 

準 決 勝 ６回 

５ 回 終 了 時 以

降、試合開始後

１時間３０分を

過ぎて新しいイ

ニングに入らな

い。 

６回完了または試合開始後１時

間３０分を経過後、同点の場合、

延長戦は行わず、タイブレーク方

式とする。 

【準決勝の場合】 

最大 2 イニングとし、勝敗が決し

ない場合は抽選とする。 

【決勝の場合】 

勝敗が決するまで続行する。 

決  勝 ６回 



 

 

【タイブレークについて】 

  継続打順で、前回の最終打者を１塁走者、その前の打者を２塁の走者とする。すなわち、

０アウト１・２塁の状態にして、投手の投球数制限を遵守のうえ、続行する。 

【抽選方法について】 

① 審判員及び試合終了時に出場していた両チームのメンバーが投手からポジション順

に終了あいさつの状態に整列する。 

② 球審が〇印９枚、×印９枚の合計１８枚の抽選用紙が入った封筒を持ち、先攻チー

ムから１枚ずつ交互に選ばせる。（封筒は開けないこと） 

③ 後攻チームの右翼手まで選び終わったら、両チームの監督は開封していない状態で

回収する。 

④ 審判員・両チームの監督立ち合いのもと、開封し、〇印の多いチームを抽選勝ちとす

る。 

【投手の変化球について】 

変化球は禁止する。変化球とは投手の故意か否を問わず審判員によって変化球と判断し

た場合をいう。 

【投手の投球数制限について】 

  投手の投球数制限については、肘・肩の障害防止を考慮し、１人の投手は、５年生以上

は１日７０球、４年生以下は１日６０球に達した場合、その打者が打撃を完了するか打

撃を完了する前に攻守交代になるまで投球できる。（タイブレークの投球数も含む） 

  ※１度降板した投手は７０球に達するまでその試合やその日の試合に再登板できる。 

  ※投手の投球数は公式記録上の球数ではなく、実際に打者へ投球した球数とする。 

  ※同一日に本大会と別の試合を実施するチームは、球数を合算するため大会本部へ申告しな 

ければならない。 

【タイムについて】 

・ タイムを要求できる者は監督のみとし、コーチが代理することはできない。 

・ 監督はタイムを要求するとき以外はみだりにベンチを出てはならない。 

・ タイムは１分以内を限度とする。 

① 守備のタイム回数 

捕手または内野手が１試合に投手のもとへ行ける回数は３回以内とする。なお、タイブ

レークとなった場合は１イニングに１回行くことができる。野手または捕手が投手の

もとへ行った場合、そこへ監督が行けば双方１回として数える。逆の場合も同様とする

が投手を交代させた場合は監督のみ回数には含まれない。 

② 攻撃のタイム回数 

１試合に３回以内とする。なお、タイブレークは１イニングに１回とする。 

③ 監督が投手のもとへ行く回数 

１試合に３回以内とする。なお、タイブレークは１イニングに１回とする。 

また、監督が同一イニングに同一投手のところへ２度行くか、または行ったとみな

された場合は、投手は自動的に交代しなければならない。 

自動的に交代となった投手は、同一イニングに再び投手へ戻れない。 

【抗議権について】 

抗議ができる者は、監督と当該プレイヤーのみとする。（コーチが代理することはできな

い） 



 

 

【給水タイムについて】 

守備の時間が長い場合（概ね２０分）には健康維持を考慮し、審判の判断で給水タイムを

設けることとする。また、５年生の部決勝、６年生の部準決勝・決勝は４回終了時に選

手・審判員その他スタッフ休息のため給水タイムを設ける。なお、給水タイムは試合時間

に含まないこととする。 

給水タイムは３分から５分とし、ベンチ内でしっかりと休息をとる。給水タイム明け投

手は１分以内の準備投球をできる。但し、投手が交代した場合は７球以内の準備投球と

する。 

 

（２）用具について 

・ 捕手は、安全のため、プロテクター・レガース・スロートガード付きのマスク・捕手用のヘ

ルメット・ファールカップを、打者、次打者、走者及びベースコーチは両耳にイヤーラップ

のついたヘルメットを危険防止のため必ず着用すること。また、バット・ヘルメット・マス

ク・プロテクター・レガース等は全て連盟公認(ＪＳＢＢマーク入り)の物を使用すること。

なお、投球練習等、捕手（控え捕手・ブルペン捕手含む）が投球を受けるときは、捕手用のヘ

ルメット及びマスク、プロテクター、レガースを着用しなければならない。準備できない場

合は、立って投球を受けることとする。（投球練習を受ける捕手を監督又はコーチが行うこと

を認める。） 

捕手用ヘルメット、打者用ヘルメットは「ＳＧマーク」が入ったものを必ず使用すること。 

捕手用ヘルメットとマスクの一体製品は使用を禁止する。 

・ 競技者必携の規定に反するグラブは使用できない。 

 

（３）中止及び中断について 

・ 当日中止とする場合は、運営委員・会場責任者・審判員・スポーツ振興課・施設管理者

による協議のうえ、決定する。また、翌日以降の試合日程についても協議することとす

る。ただし、大会実行委員会の責によらない試合日程の変更は一切受け付けない。 

・ 落雷等で危険が及ぶ恐れがあると思われる場合は、運営委員・会場責任者･審判員の判断

により速やかに試合を中断し、安全な場所に避難させる。 

・ 上記のほか 降雨等で試合が中断された場合、運営委員は中断時間を計測し、試合時間

に含めないこととする。 

 

（４）試合開始までについて 

・ ベンチは組み合わせ番号の若いチームを一塁側とする。既設のベンチがない会場は白線

で表示する。 

・ ベンチに入れる人員は監督１名、コーチ２名以内、選手２５名以内およびマネージャー・

スコアラーの各１名と熱中症対策担当２名以内とする。 

監督・コーチ・選手は登録された背番号（主将を１０番、監督を３０番、コーチを２９番、

２８番とする）をつけた者に限る。選手、監督、コーチ以外はユニフォームを着用してベ

ンチ入りできません。 

※２年生以下については、いずれの部においても登録及び試合中のグラウンド内への立

入を禁止としているが、ベンチ入りは妨げない。ベンチ入りする際は、帽子を着用するこ

と。 



・ ケガ防止のため会場内でのトスバッティングを除くバッティング練習及びノックは原則

として禁止する。（例外としては施設管理者等が特別に許可した場合） 

・ 出場チームは運営委員に打順表５部及び試合球３個を提出する。（控え選手も打順表に載

せること。記載のない選手は試合に出場できないものとする。） 

※試合球の「ナガセケンコーJ 号ボール」を用意すること。 

 

【打順表提出期限】 

① 第１試合の出場チーム：試合開始予定時刻の３０分前まで 

② 第２試合以降の出場チーム：前の試合の３回終了時まで 

打順表と登録名簿の照合及び指導者資格確認後、両チームの監督・主将・会場責

任者・審判員立ち合いのもと速やかに攻守を決定する。 

攻守を決定する際は監督と主将がユニフォームを着用すること。（グランドコート等は脱

ぐこと）また、監督と主将以外の者が代理して立ち会うことはできない（その試合の代行

者は除く） 

・ 第２試合以降のチームは試合開始の３回終了時に間に合うように試合会場に集合し、会

場本部へ到着を届け出ること。そこで主催者から指定の打順表用紙を受け取ること。 

・ 試合と試合のインターバルは２０分を目安として次の試合を開始する。（試合時間はあく

まで試合開始予定時刻である） 

 

（５）大会運営協力義務事項 

① 試合の結果報告 

     運営委員は試合終了後、試合結果を本部に連絡すること。 

② 試合終了後、両チームは会場整備及び次の試合のある場合には試合の準備（バッタ

ーボックスを含むライン引き等）を行う。 

③ 参加チームは帯同審判を２名登録し、両チームの帯同審判は指定された試合の塁審

を必ず行う。（棄権チームも塁審を出すこと。） 

※帯同審判員に登録された方で、ルール等が不安な場合は審判講習会（詳細は別途

ご連絡します。）を受講してください。ただし、審判講習会を受講しても少年少女ス

ポーツ大会の指導者資格とはなりません。ボールボーイを各チーム２名（児童又は

保護者）出す。仕事内容は会場責任者及び審判の指示に従う。（帯同審判及び球審の

ミーティングを必ず行うこと。） 

 

（６）親善試合（敗者戦）の運営について 

親善試合（敗者戦）は原則、実施しない。 

 

（７）その他注意事項 

・ 監督会議・運営委員会議で説明又は決定された事項については、チーム全員に徹底させ

ること。 

・ グラウンド内では帽子は必ずかぶり、スパイク（金属製スパイクは禁止）又は運動靴を履

くこと。 

・ 試合開始前及び試合終了時の整列・挨拶はファウルライン上に整列する。 

・ 試合はスピーディーに行う。（攻守交代はかけ足で）シートノックは行わない。 

・ 各イニングの先頭打者とイニングの途中で投手が交代した後の先頭打者はその投手の準

備投球が終了するまでネクストバッターズボックス内で待機し球審の合図でバッタース



ボックスへ向かうこと。 

・ 礼儀に反するような応援はつつしむこと。（鳴り物、携帯マイクの使用禁止） 

・ 会場等の使用規定を遵守し、ゴミの持ち帰りなど会場に迷惑をかけないこと。 

・ 各会場の駐車スペースに限りがあるため、自家用車の利用は必要最小限とすること。 

・ 貴重品等は、個人又はチームの責任において管理すること。（置き引きに注意） 

・ ホームベースのサイズは一般社会人のサイズと同じものを使用する。 

・ 試合中に控え選手等がベンチを出て守備練習を見守ること及び、ネクストバッターズボック

ス内の選手以外の者が投手の準備投球に合わせて素振りをすることを禁止する。原則として、

試合に出ていない選手はベンチ内にいるようにする。 

・ 投手の１２秒及び２０秒ルールを適用するが、塁審（帯同審判員）がストップウォッチを持

って計測はしない。 

 


